

























大きく分かれる。今回は位相的手法、Conley指数と円盤（cf. covering relation [4]）を紹介す
る。特に断りのない限り、　を　　上のﬂowとし　　　　　　　　　　　　　とする。
2-1. Conley指数
N   Rn をコンパクト集合とし、　　　　　　　　　　　　　　　　とする。Inv(N) := {x   N | x · R   N}
  Rn x · I := { (x, t) | t   I}
定義 Nは　　　　　　　　　　 を満たすとき、孤立化近傍であるという。Inv(N)   int(N)
　孤立性は、集合の境界におけるベクトル場の情報で決まる。それを用いた不変集合の代数トポ
ロジー的不変量がConley指数である。
定義 x    N は次を満たすとき入口点（　　　　　）という：
  x > 0 s.t. x · t   int(N), x · ( t)   int(N) ( t   (0,  x)).
x    N は次を満たすとき出口点（　　　　　）という：

















x˙ = f(x, y)
y˙ =  g(x, y)
f : Rn   Rk   Rn : Cr








2. Nが速い系 (             ) におけるサドル型孤立化ブロックである事を見る。
3. 次のいずれかが成り立つ事を検証する：
3-1 : 　　　　　　　　　　　　　　　　　3-2 : 
y   [a, b]
g(x, a) > 0, g(x, b) < 0 ( x   N) g(x, a) < 0, g(x, b) > 0 ( x   N)
DF =
 
fx(x, y) fy(x, y)
 gx(x, y)  gy(x, y)
 
線型化行列








2. 　　の　　　　　の通常のユークリッド位相におけるε→ 0 のときの極限　　はN×[a,b]に含ま
れるﬂow 　　の法双曲型不動点である。





さらに任意の　　　　　　　  　 に対して　　　  および　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
固有値が虚軸と交わらないと仮定する。このとき、
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　ここから微分方程式の力学系の不動点周りの力学系を調べる方法を述べる。



















1/3   [0.333333333333333, 0.333333333333334].
f(X) = {f(x) | x   X}   Y.
（＊） x˙ = f(x, )
y˙i = diyi +  i(y, ) (i = 1, · · · , n), y = (y1, · · · , yn)T = Px.
(f : Rn   [a, b]  Rn : C1)
 0   (a, b) p0 f(p0, 0)   0
(p0, 0) fx(p0, 0)




























































u(N), s(N) : u(N) + s(N) = n なる自然数
なる同相写像cN : Rn   Ru(N)   Rs(N) : cN (N) = Bu(N)  Bs(N)
dimN := n, Nc := Bu(N)  Bs(N),
N c :=  Bu(N)  Bs(N), N+c := Bu(N)    Bs(N),
N  := c 1N (N
 
c ), N
+ := c 1N (N
+
c ).
Bn = Bn(0, 1)
定義 Nをh-set, 　　　　　　　　を連続写像, 　　　　　　とする。 次を満たす時、bをN内
水平円盤という：ホモトピー　　　　　　　　　　　　 で次を満たすものがとれる：
b : Bu(N)   N
h : [0, 1] Bu(N)   N
bc := cN   b
h0 = bc,
h1(x) = (x, 0),  x   Bu(N),
h(t, x)   N c ,  t   [0, 1],  x    Bu(N).
Nをh-set, 　　　　　　　　を連続写像, 　　　　　　とする。 次を満たす時、bをN内
垂直円盤という：ホモトピー　　　　　　　　　　　　 で次を満たすものがとれる：
bc := cN   b
h0 = bc,
h1(x) = (0, x),  x   Bs(N),
h(t, x)   N+c ,  t   [0, 1],  x    Bs(N).
b : Bs(N)   N
h : [0, 1] Bs(N)   N
水平円盤
定理 ([3]) CH (S)   = 0 ならば　　　　である。とくにS  =  
CHk(S) =
 
Z k =  l
0 k  = l
ならば S はﬂow 　の不動点を含む。この時のSの孤立化ブロック
をサドル型孤立化ブロックと呼ぶ事にする。
 
垂直円盤
サドル型
孤立化ブロック
